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　児童虐待の防止等に関する法律の施行から 20 年以上が経過しました。令和３年度の栃木県における児童虐待
の相談対応件数は 3,332 件（児童相談所 1,625 件＋市町 1,707 件）で、前年度と比較し高止まりの状況となり、虐
待の被害を受けている子ども達はいまだ多く存在します。年齢別に見ると、特に０歳～未就学児に関する相談
が多い傾向にあります。また、全国的には虐待により幼い命がうばわれる痛ましい事件が後を絶ちません。児
童虐待は社会全体で取り組むべき重要な課題です。

　令和２年から児童福祉法等改正法で禁止されました。体罰は子どもの心身
を傷つけ、成長や発達に悪影響をおよぼす可能性があります。保護者にとっ
ては「しつけ」のつもりでも、子どもにとって有害ならば「虐待」になります。

●たたく・ける・なぐる
●長時間の正座
●ベランダや玄関にしめ

出す
●部屋に閉じ込める
●口や鼻をふさぐ
●激しくゆさぶる
●やけどをさせる
●おぼれさせる など

●子どもへの性的行為
●性的な行為を見せる
●ポルノの被写体にする
　など

令和３年度児童相談所分の
年齢別構成割合

●食事をあたえない
●入浴させない
●家や車に置き去りに

する
●学校に通わせない
●病気になっても病院

に連れていかない
●同居人による虐待を

放置する など

　虐待を受けている子どもやその保護者は様々なサインを出しています。保護者の負担感や家庭問題など
様々なストレスが時に子どもへの虐待の引き金になっていることがあります。地域の中で「虐待かも」と感
じたら相談窓口に連絡してください。早期に発見し支援につなげることが大切です。

●怒鳴る
●言葉によるおどし
●無視
●拒否的な態度
●子どもの心を傷つける

ことを言う
●きょうだい間での差別

的な扱い
●子どもの目の前で家族

へ暴力をふるう など

Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ2 Ｒ3

500

0

1000

1500

2000

2500

3000

市町
児童相談所

3500

4000
（件）

（年度）

689

1471

782

748

1566

818

736

1667

931

702

1661

959

736

1852

1116

2191

959

1232

1432

2768

1336

1789

3510

1721

1739

3334

1595

1707

3332

1625

栃木県内の児童虐待相談件数の推移

内訳

体罰は、法律で禁止されています体罰は、法律で禁止されています

気づいてほしいサイン気づいてほしいサイン

ひとりで悩まず、まず相談を
～子どもへの虐待ゼロをめざして～

【身体的虐待】 【性的虐待】 【心理的虐待】【ネグレクト】

すべて
子どもへの
虐待です

●不自然なケガをよくしている
●服や体がいつも汚れている
●極端にやせている
●いつも泣きさけぶ声がする
●夜遅くまで子どもだけで外にいる

●いつもイライラしていて子どもにあたっている
●家の内外が極端に散らかっていて不衛生
●子どものケガについて不自然な説明をする
●小さい子どもを家に残したまま外出する
●子どもに対して拒否的・無関心な発言をする

保
護
者

子
ど
も

特集 問子ども幸福課　本３階
０２８７（２３）８７９２

小学生
34％

０歳～未就学児０歳～未就学児
4242％％

中学生
15％

高校生・その他
９％



5 2023.1

　子育ては思うようにいかないこともありま
す。つい叩いたり怒鳴ったりという経験はあり
ませんか？
　一時的に子どもの行動が変わったとしても、
それは恐怖によるもので自分で考えて行動した
姿ではありません。愛の鞭

むち

をやめて、次のポイ
ントを参考にしてみましょう。

子育てを頑張るのはとても大変なことです。
悩んだら、ひとりで抱えこまないで気軽にお電話ください。

家庭における子どもの養育や様々な問題に関する相談に応じます。

お近くの児童相談所につながります。
ヤングケアラーの相談もお受けします。

1
い ち

8
は や

9
く

0287-23-8792

0287-24-0112

0120-189-783

0287-23-8634
妊娠から子育てに関する様々な相談に応じます。

・電話をするとき、あなたの名前を言わなくても大丈夫。
・あなたのことや内容に関する秘密は守ります。

たとえ間違いだったとしても、迷わずにお電話ください。

児童虐待
特設サイト

ヤングケアラー
特設サイト

　大田原市では、「子育て環境日本一を目指して」をキャッチフレーズに、子育てをサポートす
る様々な支援サービスを行っています。ぜひ活用してください。
　地域でも、まずは子どもの虐待に関心をもっていただき、子育て家庭を温かく見守りながら、
体罰や児童虐待ゼロの大田原をめざしていきましょう。

「子どもの権利条約」により世界の国々で約束されている子どもの権利です。虐待をゼロにして子どもの権
利が守られる社会の実現をめざしましょう。

たたかれたり
ひどいことを

言われない

元気に健康に
毎日を過ごして

成長する

保護者の人から
育てられる

守ってもらえる

自分の意見を言う
話を聞いて

もらえる

子どもたちがもっている権利子どもたちがもっている権利

子育ての相談窓口子育ての相談窓口

●●子育てでお悩みのお父さんお母さんへ

児童虐待の相談窓口児童虐待の相談窓口

❶子育てに体罰や暴言を使わない
❷子どもが親に恐怖をもつと SOS を伝えられない
❸子どもの気持ちと行動を分けて考え育ちを応援
❹親自身が SOS を出そう
❺爆発寸前のイライラをクールダウン

本来大人が行う家事
や家族の世話などを
日常的に行っている
子どものこと

愛の鞭ゼロ作戦のPoint！

ヤングケアラーとは

児童相談所
虐待対応ダイヤル

大田原市
子ども幸福課

子育て相談室

児童相談所
相談専用ダイヤル

子育て世代
包括支援センター

児
童
相
談
所

児
童
相
談
所

市
役
所

市
役
所

市
役
所

子どものあなたも
相談できます

ヤングケアラーの
相談もできます

子育てはいろいろな人の力を子育てはいろいろな人の力を
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